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【保護者の皆様へ】

鈴原小学校には「3学期」がありません。これからはじまるのは、
「０（ゼロ）学期」。6年生が中学生になった気持ちで

年頭にあたって・・・

普段当たり前にあるものや人のありがたさは、なかなか気づけないこ
とも多いのですよね？
また、わかっていても「感謝の気持ち」

を改めて伝えることに照れてしまったり、
はずかしさを感じてしまったりするもの。
１年間をふりかえることのできる「ふゆ
やすみ」。普段は見逃しがちな「感謝の
気持ち」をこの機会に見つめてみましょ
う。「感謝の気持ち」は、自分や周りの
人がうれしくなる気持ちです。また、
「ありがとう」は、次の頑張りにつなが
る「魔法（まほう）の言葉」です。
そこで、冬休みに「感謝の気持ち」を伝えるためのわざを紹介します。

1 日々が「あたりまえ」ではない（まわりをよく見よう！）
身のまわりの人たちが、「あたりまえにそこにいる」のではないという
ことを意識してみましょう。人は自分を育ててくれた家族や、勉強を教
えてくれた先生、相談に乗ってくれる友だちなど多くの人と関わり合い、
また支え合いながら生きています。今の自分があるのは、まわりの人た
ちがいてこそといえます。

2 前向きな気持ちになる（顔をあげてみよう！）
「感謝の気持ち」を伝えることで元気が出たり、前向きな気持ちになる
れます。反対に前向きな気持ちになることを意識することで自然と「感
謝の気持ち」がわきだしてきます。そのためには、ずはワザと前向きな
チクチク言葉ではなく「あったか言葉」や「ほめ言葉」を口にするよう
にしたり、受け身ではなくて自分から働きかけたりするのがグッドです。

当たり前の存在だからこそ忘れがちな「感謝の気持ち」。「ありがと
う」は、言う側も言われた側も嬉しい気持ちになります。気持ちは言葉
にしないと相手へ伝えることができません。また、普段改まって言う機
会がないからこそ、この年末年始「感謝の気持ち」を大切にしたいです
ね。まずは家族に「今年1年間ありがとう！」

。



デジタルドリル「ミライシード」活用、自学自習のススメ

12月より、個別最適化されたデジタルドリルが、子供たちのタブレットでも利用できるようになりました。
すでに12月22日のお便りでも紹介されているとおり、
①右のQRコードよりログインＨＰにアクセスしてください。
（※「ブラウザのお気に入り」に登録すると、すぐにアクセスできて便利です。）
②「スタート」ボタンを押してください。
③自分の学年と組、出席番号を選択してください。
④「パスワード」は、「スクールタクト」で使っているパスワードを、大文字にし
たものを入力してください。例：ab2cd3 → AB2CD3
⑤ミライシードのメニュー画面で「ドリルパーク」を選んでください。
※学校では｢授業用｣、お家では「放課後用」を選んでください。

⑥学習する教科と単元を選んで、どんどん問題を進めて自学自習をがんばりましょう。


